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姫路獨協大学同窓会会則 

 

第一章 総 則 

（名称および所在地） 

第１条 本会は、姫路獨協大学同窓会と称し、本部事務局を姫路獨協大学（以

下「本学」という。）内に置く。 

２ 本会は、支部を置くことができる。 

 

（目的） 

第２条 本会は姫路獨協大学同窓生相互の親睦及び母校の後援を目的とする。 

 

（事 業） 

第３条 本会は前条の目的を達成するため次の事業を行う。 

（１）会員名簿の管理 

（２）会報の発行 

（３）会員の親睦及び福祉に関する事業 

（４）母校を後援するための事業 

（５）その他本会の理事会が適当と認めた事業 

 

 

第二章 会 員 

（会 員） 

第４条 本会は、次の会員をもって組織する。 

（１）正会員 本学を卒業した者全員および本学大学院を修了した者

全員 

本学または本学大学院に在籍した者で理事会が承認し

た者 

（２）準会員 本学学部生及び院生 

（３）特別会員 本学教職員および教職員ＯＢ 

（４）賛助会員 本会の目的に賛同し、理事会が承認した者 

 

（会 費） 

第５条 正会員は、会費を完納しなければならない。 

２ 正会員会費は、１０,０００円とし、終身会費とする。 

３ 賛助会員会費は、前項に準ずる。 

４ 準会員は、入学時に会費を納入し、これをもって正会員費に充てる。 
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５ 既納の会費は返還しない。ただし、準会員が本学の籍を離れたとき

は、本人の申し出により、返還することができる。 

 

（住所移転の届出） 

第６条 会員は氏名、住所、職業などを変更した時は速やかにその旨を届け

るものとする。 

 

（会員資格の喪失） 

第７条 会員は次の理由によって会員資格を喪失する。 

    （１）退会したとき 

    （２）死亡したとき 

    （３）除名されたとき 

 

（退会） 

第８条 会員は退会届を提出することにより、いつでも退会できる。 

 

（除名） 

第９条 本会の名誉を汚損した者、または本会の目的に反する行為が生じた

ときは、除名されることがある。 

 

 

第三章 役 員 

（役 員） 

第１０条 本会に次の役員を置く 

（１）会長  １名 

（２）副会長 若干名 

（３）理事  １２名以内 

（４）監査  若干名 

２ 本会は必要に応じて顧問を置くことができる。 

 

（選 出） 

第１１条 前条第１項の役員は、別に定めるところに従い正会員から選出す

る。 

２ 理事及び監査は、相互に兼ねることはできない。 

３ 会長は、理事の互選による。 

４ 副会長は、会長が理事のうちから任命する。 

５ 顧問は、会長が委嘱する。 
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（任 期） 

第１２条 役員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

２ 役員に欠員の生じたときは、理事会の議を経てこれを補充する。

ただし、理事会が会務に支障がないと認めたときは、この限りで

はない。 

３ 前項の役員の任期は、前任者の残任期間とする。  

４ 役員は、辞任又は、任期満了の場合においても、後任者が就任す

るまでは、なおその任務を行うものとする。 

 

（任 務） 

第１３条 役員の任務は次のとおりとする。 

（１）会長は、本会を代表し、会務を統括する。 

（２）副会長は、会長を補佐し、会長に支障のあるときは、その職

務を代行する。 

（３）理事は、本会の事業方針について立案する。 

（４）監査は、本会の会計及び収支決算を監査する。 

（５）顧問は、会長の諮問に応じ、助言を行うことができる。 

 

 

第四章 機 関 

（機 関） 

第１４条 本会の次に機関を置く。 

（１）総会 

（２）理事会 

（３）運営委員会 

 

（総 会） 

第１５条 総会は、正会員をもって構成し、本会の最高決議機関とする 

２ 総会は毎事業年度終了後開催し、会長が必要を認めたき、又は会

員総数５分の１以上の署名をもって開催の要求があったときに

は臨時に総会を開催する。 

 

（総会の召集） 

第１６条 総会は会長が招集し、その議長となる。 

 

（総会の議決事項） 

第１７条 総会は次の事項を審議し、議決する。 
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（１）会則の制定、改廃 

（２）事業計画及び予算 

（３）事業報告及び決算 

（４）役員の選出 

（５）その他理事会において必要と認めた事項 

 

（総会の議決） 

第１８条 総会において議事は出席会員の過半数をもって決し、可否同数の

ときは、議長の決するところによる。 

２ 前項の規定にかわらず、前条（１）号の議決は、出席会員の３分

の２以上の賛成を必要とする。 

 

（理事会） 

第１９条 理事会は、会長、副会長、及び理事をもって構成し、本会の運営

について必要な事項を審議する。 

２ 理事会は、必要に応じ会長がこれを召集する。 

３ 理事会は、理事の過半数の出席をもって設立する。 

４ 理事会の議事は、出席理事の過半数をもって決する。 

５ 会長が必要と認めたときは、監査を理事会に出席させ、意見を聞

くことができる。 

 

（運営委員会） 

第２０条 運営委員会は、役員及び運営委員をもって構成し、本会の事業の

実施にあたる。 

２ 前項の運営委員は、理事会にて、会員の中から選出し、会長が任

命する。また任期は第１２条に準ずるものとする。 

３ 運営委員会の運営は第１９条２項、３項、４項に準ずるものとす

る。 

 

 

第五章 会 計 

（会 計） 

第２１条 本会の経費は、会費、寄付金及びその他の収入をもってこれにあ

てる。 

第２２条 本会の会計年度は、毎年９月１日に始まり、翌年８月３１日に終

わる。 

第２３条 本会の収支決算及び財産は、会計監査を経て総会に報告し、その
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承認を得る。 

 

 

第六章 雑 則 

（細則の制定） 

第２４条 この会則に定めるもののほか、理事会の承認を得て別に細則を設

けることができる。 

 

（会員の移動） 

第２５条 本会の会員は、異動のあるごとに事務局に通知するものとする。 

 

 

附則 

１．この会則は、平成９年１０月２６日から施行する。 

２．姫路獨協大学同窓会会則（平成３年３月２０日制定）は廃止する。 

 

附則 

１．この会則は、平成１０年１０月２５日から施行する。 

２．第５条第４項は、平成１１年度入学生から適用する。 

 

附則 

１．この会則は、平成１２年１１月１日から施行する。 

 

附則 

１．この会則は、平成２４年１１月１日から施行する。 

 

附則 

１．この会則は、平成２５年１１月１日から施行する。 
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会計規程 

 

第一章 総 則 

（趣 旨） 

第１条 姫路獨協大学同窓会（以下「本会」という。）の財産の保管・経理に

関し必要な事項を定め、会業務の適正かつ効率的な運営を図ること

を目的とする。 

 

 

第二章 会計年度 

（会計年度）  

第２条 会計年度は９月１日から翌年８月３１日までとする。 

 

 

第三章 諸帳簿類の整理 

（備付書類） 

第３条 事務局は会計帳簿・収支報告書・附属明細書・預金通帳・有価証券

台帳を整備し保管しなければならない。  

２ 会計帳簿の作成については公正なる会計慣行を勘酌しなければな

らない。 

３ 第３条１項に定める会計帳簿・収支報告書・附属明細書の保存期間

は１０年とする。 

 

（会計区分） 

第４条 一般会計及び支部会計、収益事業会計とする。 

２ 支部会計については別に定める。 

 

 

第四章 印 鑑 

（印鑑名義） 

第５条 財産の保管及び金銭出納帳に使用する印鑑はすべて会長の役職名を

使用し、一般事務処理用と区分する。 

 

（印鑑保管） 

第６条 前条の印鑑は第８条に定める財務担当理事が保管する。 
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第五章 出 納 

（会計責任） 

第７条 本会の会計責任者は財務担当理事とする。 

 

（出納の原則） 

第８条 出納は会長もしくは財務担当理事の承認を得なければ行うことがで

きない。ただし金額５万円未満の事務経費については、事後の承認

で出納することができる。 

 

（出納簿の処理） 

第９条 入金と出金は原則としてその区分に応じ伝票を作成し、各記帳の上

処理する。 

 

（受 入） 

第１０条 現金はその都度金銭出納簿に、小切手類は銀行帳にそれぞれ記帳

し速やかに預金扱いをしなければならない。 

 

（支 出） 

第１１条 支出は所定の手続きを経たものについて行う。 

（１）支払はいずれの場合といえども予算として承認をうけたもの

でなければならない。 

（２）緊急を要する場合は前項にかかわらず会長及び財務担当理事

と合議の上処理することができる。 

 

（手許残高） 

第１２条 日常業務に必要な手許残高はおおむね１０万円以下とし、その保

管は事務局が担当する。 

 

（総括運用） 

第１３条 取引金融機関ならびに預金の指定運用等は会長と財務担当理事が

合議の上決定し、後日すみやかに理事会へ報告しなければならな

い。 
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第六章 物品の購買保管 

（物品の購入発生） 

第１４条 物品の購入発生は原則として比較見積を徴収し、会長および財務

担当理事と合議の上決定する。ただし１件５万円未満のものは比

較見積を省略することができる。 

 

（物品の保管） 

第１５条 備品の保管には細心の注意をはらい、台帳には員数を明示しなけ

ればならない。 

２ 破損し使用にたえない備品は会長の許可を得て廃棄処分にし、備

品台帳より削除しなければならない。 

 

 

第七章 専決事項 

（事務局責任者の専決） 

第１６条 事務局責任者の支出専決は次の通りとする。 

（１）一般事務用品の通常経費として月額２万円以内。 

（２）新聞雑誌刊行物等で月額１万円以内。 

（３）来客接待等その他社会通念上必要やむを得ないもので月額支

出が２万円以内。 

 

第八章 会計監査 

（監 査） 

第１７条 会計監査は規程の定めるところにより監査する。前項の監査は年

１回以上行う。 

第１８条 この規則の改廃については、理事会において決定する。 

 

 

附則 

１．本規程は、平成１２年１１月１日から施行する。 

 

附則 

１．本規程は、平成２４年１１月１日から施行する。 
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同窓会業務分掌規程 

 

第１条 会則第１２条３項及び第４項によるこの会の運営については、この規

程の定めるところによる。  

第２条 この会の運営を円滑に推進するため理事及び運営委員は次の各事項を

担当する。 

（１）総務 

（２）財務 

（３）庶務 

（４）企画 

（５）広報 

（６）支部 

（７）組織 

第３条 総務は同窓会の会務を総括し、他部門に属さない事項について分掌す

る。 

（１）会務の総括に関する事項 

１．会員名簿の管理 

２．文書管理 

３．公印管理 

４．規約、規程に関する事 

５．総会及び会議に関する事項 

６．個人情報の保護に関する事項 

（２）他の部門に属さない事項 

１．在学生の後援に関する事 

２．その他 

第４条 財務は、管財及び経理に関する事項を分掌する。 

（１）管財に関する事項 

１．財産管理 

２．財務計画 

（２）経理に関する事項 

１．決算・予算 

２．出納 

３．監査 

第５条 庶務は、事務局に関する事項、会議の議事録に関する事項について分

掌する。 

（１）事務局に関する事項  
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１．大学及び学園、並びに他同窓会等との渉外事務 

２．事務局の管理、運営 

３．他部門及び専門委員会等の庶務 

４．情報の収集、調査に関すること 

（２）会議の議事録に関する事項 

１．総会、理事会、運営委員会の議事録の作成と保存、通達に関

すること  

２．その他委員会等の会議録の記録、保存 

第６条 企画は、同窓会行事に関する事項、大学及び学園の行事に関する事項

を分掌する。 

（１）同窓会行事に関する事項 

１．講演会及び記念式典等の企画、運営 

２．その他の行事の企画、運営 

（２）大学及び学園の行事に関する事項 

１．大学及び学園の行事、式典への協力、折衝 

２．その他、他機関との行事、式典の連絡、協力 

第７条 広報は、同窓会会報・ホームページに関する事項、会活動の公宣に関

する事項を分掌する。 

（１）同窓会会報に関する事項  

１．編集、発行、配布に関すること 

２．ホームページに関する事項 

Ⅰ．作成、管理に関すること 

Ⅱ．ホームページの内容更新に関すること 

３．バックナンバーの管理に関すること 

（２）会活動の公宣に関する事項 

第８条 支部は、支部の設立、育成に関する事項、支部の管理に関する事項及

び支部の企画、運営への助言等に関する事項を分掌する。  

（１）支部の設立、認定に関する事項 

１．支部の設立、育成に関する事項 

２．既存支部の育成、充実に関する業務 

（２）支部の管理に関する事項 

１．支部代表者会議に関すること 

２．支部活動助成金の使途、管理情況についての監督 

３．支部から本部及び大学等への連絡、交渉の窓口 

（３）支部の企画、運営への助言等に関する事項 

２ 組織は、同窓会員相互の交流を促進する事項、同窓会組織の強化育成

に関する事項を分掌する。 
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（１）同窓会員相互の交流を促進する事項 

１．職域会、同好会等の支部外サークルの組織育成する業務 

２．ゼミ、クラブ等のOBサークルを育成する業務 

（２）同窓会組織の強化育成に関する事項 

１．同窓会への理解と協力を得るための諸活動に関すること。 

第９条 この規程の改正は理事会の承認を得なければならない。 

 

 

附則 

１．この規程は、平成１２年１１月１日から施行する。 

 

附則 

１．この規程は、平成２４年１１月１日から施行する。 
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業務契約取扱内規 

 

（目 的） 

第１条 姫路獨協大学同窓会（以下「本会」という）が業務上業者と契約を

結び、本会会計年度をまたがって業務委託の責務又は支払の義務を

負うときはこの規程の定めるところとする。 

 

（種 類） 

第２条 この規程の目的とする契約は次の場合による。 

（１）労働派遣契約 

（２）リース、レンタル、契約 

（３）分割払契約 

（４）不動産、駐車場の賃貸契約 

（５）火災損害保険契約 

（６）その他理事が認定した契約  

 

（承 認） 

第３条 前条のいかなる契約においても、担当理事は、複数の業者による相

見積りを用意し、運営委員会の議を経て、理事会の承認を得なけれ

ばならない。ただし、事前に理事会の承認を得れば、単一業者への

指名契約をすることもできる。 

 

（契 約） 

第４条 契約には同窓会会長名、会長印を使用する。 

２ 会長が交代する時は、原則として契約書の更新は行わない。ただし

業者からの要請があり、理事会が了承したときはこの限りではない。 

 

（変 更） 

第５条 契約内容に変更が生じた場合は、新たに再契約をする。この場合は

新規契約の条項に準じる。ただし変更内容が軽微な場合は、運営委

員会の承認があればたりる。 

 

（改 廃） 

第６条 本規程の改廃については、理事会において決定する。 
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附 則 

１．本規程は平成１２年１１月１日から施行する。 

 

附則 

１．本規程は、平成２４年１１月１日から施行する。 
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資産運用内規 

（目 的） 

第１条 この規程は、姫路獨協大学同窓会（以下「本会」という。）における

資産運用に関する基準を定め、会員からの会費を保全することを目

的とする。 

 

（対 象） 

第２条 この規程により拘束される本会の資産は、運営収益を得ることを目

的として区分される資金若しくは不動産を対象とする。 

 

（条 件） 

第３条 資産運用にあたっては、元本を割る可能性がある手段を用いてはな

らない。 

 

（議 決） 

第４条 資産運用は、財務担当理事が運用方法を理事会に提案し、その承認

を得なければならない。新規の運用が生じた場合は、理事会に報告

する。 

 

（特 約） 

第５条 資産運用のうち、保険により被保険者として名義を使用した役員若

しくは前役員が、不慮の事故により保険金を交付された場合、別に

定める「本会役員補償制度規程」による補償金を除き残金について

は、本会の運用資金と区別し、目的基金として積立て有効利用に供

する。 

 

（改 廃） 

第６条 本規程の改廃については、理事会において決定する。 

 

 

附則 

１．本規程は、平成１２年１１月１日から施行する。 

 

附則 

１．本規程は、平成２４年１１月１日から施行する。 
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姫路獨協大学同窓会役員補償制度規程 

 

（目 的） 

第１条 姫路獨協大学同窓会（以下「本会」という。）の役員および運営委員

が、本会の業務を遂行するため自己の時間をさいて活動した上で、

不慮の事故に遭遇した場合、本会が補償するための基準を定め、本

会役員の負担の軽減をはかることを目的とする。  

 

（補償条件） 

第２条 前条目的にそって、別表のとおりの条件で、損害保険に加入する。 

 

（加入条件） 

第３条 損害保険加入にあたっては、保険契約者・保険金受取金を本会、被

保険者を役員および運営委員の各個人とする。 

 

（補償の範囲） 

第４条 補償対象とする役員および運営委員は次の範囲とする。 

（１）会長 

（２）副会長 

（３）理事 

（４）運営委員 

（５）支部責任者 

（６）監査 

（７）理事会で特に必要と認められる者 

２ 前項以外の役員および臨時に本会の業務を委託した者につては、必

要期間、適当な保険に加入する。 

 

（改 廃） 

第５条 本規程の改廃については、理事会で決定する。 

 

 

附則 

１．本規程は、平成１２年１１月１日から施行する。 

 

附則 

１．本規程は、平成２４年１１月１日から施行する。 
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別表 

対象者一律 

①死亡・後遺障害 ２,０００万円 

②入院保険金日額 １０,０００円 

③通院保険金日額 ６,０００円 
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慶弔等規程 

 

（目 的） 

第１条 この規程は、姫路獨協大学同窓会（以下「本会」という。）及び姫路

獨協大学並びに獨協学園（以下合せて「本学」という。）に関係す

る方の慶弔等にあたって、本会として慶弔の意を表す基準を定める。 

 

（対 象） 

第２条 この規程を適用する範囲は次の通りとする。 

（１）本会の現職の役員 

（２）本学の現職の役員、教員、本会に貢献のあった職員、及び名誉

教授。 

（３）本会に特に貢献した者または本会と関連のある者。 

（４）本会の現職役員および顧問については、その配偶者の場合も対

象とする。 

 

（対 応） 

第３条 慶弔等に関する本会としての対応はすべて会長名でおこなう。 

２ 慶弔等に関する式典には、原則として会長もしくはそれに代わる者

が出席する。ただし代理出席または欠席の場合、電報を手配する。 

 

（慶 事） 

第４条 慶事とは、第２条に規定する対象者が叙勲、社会的に評価される賞

の受賞等の場合をいう。 

２ 慶事については、理事会において本会としての対応を考慮する。 

３ 結婚式または祝賀会等に本会を代表して会長等が招待された場合

は、交際費で対処する。 

（弔 事） 

第５条 弔事とは、第２条に規定する対象者が逝去された場合をいう。 

２ 弔事に係わる弔慰金は別表の通りとする。 

３ 前項の規定にかかわらず、特に本会に功労のあった者については、

会長の判断により増額することができる。この場合、事後すみやか

に運営委員会に報告しなければならない。 

４ 第２項に定める弔慰金とは別に必要に応じて花輪または生花を贈

る。本学関係者に対する花輪または生花については、本学の対応に

合せる。 
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５ 学園葬、大学葬の場合は別途理事会において考慮する。 

 

（その他お見舞等） 

第６条 災害、病気または不慮の事故等については、会長が判断し、事後理

事会に報告する。 

 

（主催・共催） 

第７条 慶事における祝賀行事、弔事における葬儀等を本会が主催、共催す

る場合は、運営委員会の決定に基づき対処する。但し、緊急の場合

は会長の判断で対処することができる。この場合事後すみやかに理

事会に報告しなければならない。 

 

（所 管） 

第８条 慶弔等に関する業務は総務担当理事の所管事項とする。 

 

（改 廃） 

第９条 本規程の改廃については理事会で決定する。 

 

 

附則 

１．本規程は、平成１２年１１月１日から施行する。 

 

附則 

１．本規程は、平成２４年１１月１日から施行する。 

 

 

 

別表 

①本会の名誉顧問および顧問の場合 ２０,０００円   

②①以外の場合          １０,０００円 
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姫路獨協大学同窓会出張旅費規程 

 

第１条 本規程は、会長の命により同窓会の公務のため、出張する役員および

運営委員に支給する旅費に関する事項を定める。  

２ 同窓会役員が役員会に出席するための交通費等については別に定める。 

第２条 出張者は事前に届出用紙をもって、交通経路等を同窓会事務局に申請

しなければならない。 

第３条 出張旅費は別表により支給する。 

第４条 出張旅費は旅行日数、宿泊料は夜数に応じてこれを支給する。  

第５条 日帰り出張の場合、用務が４時間以上にわたる場合は、交通費の実費

ならびに出張雑費を支給し、その他の場合は交通費のみを支給する。 

第６条 出張旅費は概算により前渡しをすることができる。 

２ 前項による出張旅費は、帰着後、できるだけ１ヶ月に精算しなければ

ならない。 

第７条 旅費はもっとも経済的な通常の経理および方法により移動した場合の

旅費により計算する。 

第８条 出張中、特別な事情等により、日数または目的地および経由地等に変

更が生じた場合は、その旨会長にすみやかに連絡し、帰着後１ヶ月以

内に精算しなければならない。 

第９条 姫路獨協大学の教職員等と同時に同一地に出張する場合は、姫路獨協

大学の出張旅費規程によって定められた、同行者の指定する交通経路

および旅客等級（グリーン車・宿泊料等）にあわせて運賃を支給する

ことができる。 

第１０条 本規程の改廃については理事会で決定する。  

 

 

附則 

１．本規程は、平成１２年１１月１日から施行する 

 

附則 

１．本規程は、平成１８年１１月１日から施行する 

 

附則 

１．本規程は、平成２４年１１月１日から施行する。 
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別表 

①交通費   公共交通機関（実績）  

②出張雑費  １日につき ５,０００円 

③宿泊費   １日につき １１,０００円 

 

（注１）利用交通機関は、鉄道を利用することを原則とする。 

（注２）航空路を利用する場合は、事前に会長の許可を得なければなら

ない。 

（注３）特別な事情によりタクシー等を利用した場合は、精算時に理由

を届出なければならない。 

（注４）出張旅費の申請は、所定の届出用紙による。 
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同窓会役員経費に関する内規 

 

第１条 姫路獨協大学同窓会の役員がその職務を遂行する為に必要となる経費

の支払について定める。 

第２条 運営委員は、役員雑費として別に定める規程（「同窓会役員の役員会に

出席するための交通費等に関する内規」）に基づきこれを支給する。 

第３条 本会の常務を担当する会長および副会長、理事には以下のとおり通信

費として業務費を支給する。 

（１）会長    年額２０,０００円 

（２）副会長・理事  年額１０,０００円 

第４条 監査は、役員会に出席した場合、運営委員に準じて支給する。 

２ 会計処理の為、逐次同窓会事務局に出向き執務する場合は、別途監査

契約を結ぶ。 

第５条 前３条にかかわらず、業務を遂行するために特別に要した経費につい

ては、理事会の承認を得てかかる経費の実績を支給することができる。 

第６条 役員が本会の業務を執務する際に、都合で止むを得ず食事時間を割い

た場合には、当該食事代の全額または一部を支給することができる。 

２ 前項の場合、当該役員はすみやかに総務担当理事に報告し、その承認

をうけ領収書を添付して経費の請求をしなければならない。 

第７条 本規程の改廃については運営委員会で決定する。  

 

 

附則 

１．本規程は、平成１２年１１月１日から施行する。 

 

附則 

１．本規程は、平成２４年１１月１日から施行する。 

 

附則 

１．本規程は、平成２５年１１月１日から施行する。 
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交通費等に関する内規 

 

第１条 本規程は、役員および運営委員が理事会および運営委員会などの同窓

会業務に関わる会議または行事に出席するための交通費等について

定める。 

第２条 役員および運営委員は事前に届出用紙をもって、各自宅から同窓会事

務局までの交通経路等を同窓会事務局に届出なければならない。 

２ 転居等により、交通経路等に変更が生じた場合はすみやかに同窓会事

務局に届出なければならない。 

３ 同窓会事務局は申請にもとづき、旅費交通費をもっとも経済的な通常

の経路及び方法により計算し運営委員に通知する。 

第３条 前項の申請にもとづき理事会において各役員および運営委員の旅費交

通費を定める。 

２ 役員および運営委員の各自宅より１項にて定められた交通費を基本と

する。また、大学敷地外での会議または行事への出席については公共

交通機関を利用した場合の金額を支給とする。 

３ 宿泊は、正規の理事会および運営委員会の終了後、同日中に帰宅でき

ない場合に認める。 

４ 地方において開催される役員会については、特別会として同窓会出張

旅費規程により別途支給する。ただし、同窓会事務局において、交通

手段及び宿泊先を一括して確保する場合は、実費で換算する。 

第４条 旅費交通費および宿泊に関する基準は同窓会出張旅費規程に準ずる。 

第５条 交通費は概算により仮払いをすることができる。 

２ 旅費交通費は、そのつど報告書を事務局に提出し、速やかに清算しな

ければならない。また清算に遅れが生じた場合、できるだけその年度

末の８月３１日までに精算しなければならない。 

３ 事前に会長もしくは総務担当理事に了承を得ず、正当な理由もなく無

断で役員会に遅刻または早退をした場合は、旅費交通費等を支給しな

いことがある。 

第６条 本規程の改廃については理事会で決定する。  

 

 

附則 

１．本規程は、平成１２年１１月１日から施行する。 

 

附則 
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１．本規程は、平成２４年１１月１日から施行する。 
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交際費に関する内規 

 

第１条 姫路獨協大学同窓会における交際費に関する事項を定め、経理の明瞭

化を計ることを目的とする。 

第２条 交際費は次の４種類とする。 

（１）会長交際費 

（２）部門交際費 

（３）支部交際費 

（４）事務局接待費 

第３条 会長交際費は次の場合とする。 

（１）会長として学内外における活動をする際の祝儀、寸志及び贈答品

の購入。 

（２）会長として慶事・弔事に出席する際の慶弔費。 

（３）会長として会外との交渉にあたる際の諸費用。 

（４）その他会長としての活動に必要な費用。 

第４条 部門交際費は各部門の諸活動上、会外との交渉にあたる際に支出する。 

２ 部門交際費は各部門担当の理事が、会長及び財務担当理事の了承を得

て支出することができる。  

３ 部門交際費は事務局接待費の科目をもって処理する。 

第５条 支部交際費は次の場合支出する。 

（１）支部において会外との交渉にあたる際の諸費用 

（２）大学及び学生が支部の所轄地域において活動する際の、支部とし

ての応援のための諸費用 

２ 支部交際費は支部担当理事の承認を得て、支部運営費より支出する。 

３ その他支部の申請により、会長又は理事会で必要と認めた時は支部交

際費を支出することができる。 

第６条 事務局接待費は、事務局において会外との交渉を行う際に支出する。 

２ 事務局接待費は、事務局責任者が総務担当理事の承認を得て支出する。

ただし事業に関する場合は、事業担当理事の承認も合せて必要とする。 

第７条 第４条、第５条、第６条にそれぞれ規程された交際費で、同一事項に

会長交際費が支出される場合は、個別に交際費を支出してはならない。

ただし理事会が、特に必要と認める場合はこの限りではない。 

第８条 本規程の改廃については理事会で決定する。 
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附則 

１．本規程は、平成１２年１１月１日から施行する。 
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姫路獨協大学同窓会支部に関する細則 

 

第１条 姫路獨協大学同窓会会則（以下会則）第１条第２項による姫路獨協大

学同窓会支部（以下支部）の設置についてはこの細則の定めるところ

による。 

第２条 支部活動は会則を遵守し同窓会の発展に寄与するものとする。 

第３条 支部は都道府県または地方別に設置するものとする。 

２ 海外においては、地方単位、国単位に海外支部を設置することができ

る。 

３ 支部資格は別表Ⅰの定めるところによる。 

４ 支部は必要に応じて独自の支部会則を定めることができる。 

第４条 支部を設置するときは設置計画書、発起人名簿を会長あてに提出し運

営委員会の承認をうける。 

第５条 同窓会は第３条の支部に対し別表Ⅱに定める補助金を交付することが

できる。 

第６条 支部は支部長、役員名、および所在地に変更があるたびに直ちに会長

あてに報告すること。 

２ 支部は支部ごとに事業報告書、会計報告書を作成する。 

第７条 本細則の改定は運営委員会過半数の同意を要する。 

 

 

附則 

１．本規程は、平成１２年１１月１日から施行する。 

 

附則 

１．本規程は、平成２４年１１月１日から施行する。 

 

 

 

別表Ⅰ－支部資格 

次のいずれにも偏らないこと 

①男、女 

②入学年度、および卒業年度 

③在学中の学部、学科、ゼミ 

④在学中の所属クラブ等 
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別表Ⅱ－補助金その他 

①支部に対して原則として次のような援助を行う。 

（１）設立準備のための補助金 

（２）名簿の作成 

（３）支部総会開催の通知等の印刷、郵送 

②海外支部に対しては本部の可能な範囲で運営委員会の合意によって

必要な援助を行う。 

③特別事業補助、支部の主催する事業の中で特に運営委員会が必要と認

めた事業に対しては上記に定められた以外の補助を行うことがある。

補助をもとめる場合は予算書、事業計画書を会長に提出する。また事

業の終了後直ちに報告書（決算書を含む）を会長あてに提出する。 
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学生課外活動援助規程 

 

第１条 姫路獨協大学同窓会（以下「本会」という）における学生課外活動に

対する援助はこの規程の定めるところとする。 

第２条 本会の行う援助は次の通りとする。 

（１）共催 

（２）後援 

（３）協賛 

（４）協力 

第３条 前条に定める援助の内容は次の通りとする。 

（１）共催 主催者としての責任を負い、かかる経費の５０％を上限と

して拠出し、その実行について全面的に援助する。公表される印

刷物等にすべて本会が共催している旨明示する。 

（２）後援 かかる経費の２０％を上限として拠出し、その実行につい

て全面的支援をする。公表される印刷物等にすべて本会が後援し

ている旨明示する。 

（３）協賛 本会より補助金を拠出し、その実行について協力する。補

助金は１万円以上１０万円以下とし、規模、不足額及び本会への

協力度等を評価し決定する。公表される印刷物にできるだけ本会

が協賛している旨明示する。 

（４）協力金銭的援助は行わず本会会員への案内等広報活動、若しくは

関係機関への紹介等の協力を行う。公表される印刷物にできるだ

け本会が協力している旨明示する。 

第４条 本会の援助は次の場合とする。 

（１）主催団体又は個人が申請し、本会がこれを認めたとき。 

（２）本会が活動の主旨に賛同し本会から主催する団体又は個人に申し

出をし、主催者がこれを受け入れたとき。 

第５条 本会の援助は次の手続きを要する。 

 前条第１号の場合は以下の通りとする。 

（１）主催団体は本会の指定する申請用紙に必要事項を記入、押捺し、

資料を添付した上、本会事務局へ提出する。 

（２）前号の申請書の本会への提出期間は次の通りとする。 

９月１日から翌年３月３１日の間に開催される行事等については

同年５月１日から６月末日まで。 

４月１日から８月３１日の間に開催される行事等については前年

１１月１日から１２月末日まで 
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（３）前号の規程にかかわらず緊急を要する場合、若しくは長期間の準

備を要する場合は会長の承認をもってこれを受理することがで

きる。 

（４）事務局は受理した申請をとりまとめ運営委員会に提出する。 

（５）運営委員会は本会会則及び本規程に照らし公平かつ公正にこれを

審査する。 

（６）運営委員会で審査後、理事会の承認を得てこれを公表する。ただ

し第２条第２号、第３号及び第４号については理事会の承認をも

って決定とする。この場合決定後すみやかに運営委員会へ報告す

るものとする。 

（７）援助が決定した場合、主催者は実行までの活動状況を適時本会に

通知し、事後すみやかに本会に報告書を提出しなければならない。 

２ 前条第２号の場合は以下の通りとする。 

（１）運営委員会において活動内容を充分検討し、本会が援助するにふ

さわしいと判断できる活動を選出する。選出する時期は前項第２

号に準ずる。 

（２）運営委員会において選出した活動についてはすみやかに理事会に

報告する。 

（３）事務局は対象の団体又は個人と援助の内容につき検討し、運営委

員会の承認を得てこれを公表する。 

（４）対象の団体又は個人は援助が決定した場合、前項第７号に準じて

本会に対し報告する義務を負う。 

第６条 援助が決定した後、万一実行が不能となった場合は以下の通りとする。 

（１）当事者の責任に帰する原因の場合は援助を取り消し、本会に損害

が生じたときには賠償を請求することができる。 

（２）第三者の責任に帰する原因の場合は、その状況に応じ理事会にお

いて決定する。本会に損害が生じたときは当該者に対する賠償請

求権を留保する。 

（３）天災等不可効力による場合はその状況に応じ、理事会において決

定する。 

（４）本会の責任に帰する原因の場合は、その状況に応じ、理事会で対

処し、すみやかに運営委員会に報告する。 

第７条 会長は援助する対象を選出するにあたり、必要があると認めた場合は

諮問委員会を作り諮問することができる。 

２ 諮問委員会の委員には、援助の対象となる団体又は個人と直接関係の

ある者を任命することはできない。 

第８条 援助の対象を選出する際従前の事例を考慮し、偏重しないよう留意す
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る。ただし当該対象事業が、本会並びに母校にとってきわめて価値あ

るものと判断される場合はこの限りではない。 

第９条 本規程の改廃については運営委員会において決定する。 

 

 

附則 

１．本規程は、平成１２年１１月１日から施行する。 

 

附則 

１．本規程は、平成２４年１１月１日から施行する。 
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姫路獨協大学同窓会学生および学生団体褒賞・援助規程 

 

 

（目 的） 

第１条 この規程は文化、体育の発展に多大の貢献をなした学生、団体に対し

て、また特に優秀と認められた学術的業績に対して褒賞、援助するこ

とを目的とする。 

 

（適 用） 

第２条 褒賞、援助の対象は姫路獨協大学の在学生とする。 

 

（方 法） 

第３条 選考及び金額は運営委員会で決定する。 

 

 

附則 

１．この規程の改正は運営委員会で行う。 

２．本規程は、平成１２年１１月１日から施行する。 

 

附則 

１．本規程は、平成２４年１１月１日から施行する。 
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OB会およびＯＢ個人の課外活動援助規程 

 

第１条 姫路獨協大学同窓会(以下「本会」という)における OB 会またはＯＢ

個人の課外活動に対する援助はこの規程の定めるところとする。 

第２条 本会の行う援助は次の通りとする。趣旨により１団体につき年間２万

円とする。 

第３条 本会の援助は次の場合とする。 

（１）主催団体又は個人が申請し、本会がこれを認めたとき。 

（２）本会が活動の主旨に賛同し本会から主催する団体又は個人に申し

出をし、主催者がこれを受け入れたとき。 

第４条 本会の援助は次の手続きを要する。 

 前条第１号の場合は以下の通りとする。 

（１）主催団体は本会の指定する申請用紙に必要事項を記入、押捺し、

資料を添付した上、本会事務局へ提出する。 

（２）前号の申請書の本会への提出期間は次の通りとする。 

９月１日から翌年３月３１日の間に開催される行事等については

同年５月１日から６月末日まで。 

４月１日から８月３１日の間に開催される行事等については前年

１１月１日から１２月末日まで。 

（３）前号の規程にかかわらず緊急を要する場合、若しくは長期間の準

備を要する場合は会長の承認をもってこれを受理することがで

きる。  

（４）事務局は受理した申請をとりまとめ運営委員会に提出する。 

（５）運営委員会は本会会則及び本規程に照らし公平かつ公正にこれを

審査する。 

（６）理事会で審査後、運営委員会の承認を得てこれを公表する 

（７）援助が決定した場合、主催者は実行までの活動状況を適時本会に

通知し、事後すみやかに本会に報告書を提出しなければならない。 

２ 前条第２号の場合は以下の通りとする。 

（１）運営委員会において活動内容を充分検討し、本会が援助するにふ

さわしいと判断できる活動を選出する。選出する時期は前項第２

号に準ずる。 

（２）理事会において選出した活動についてはすみやかに運営委員会に

報告する。 

（３）事務局は対象の団体又は個人と援助の内容につき検討し理事会に

報告しなければならない。理事会は運営委員会の承認を得てこれ
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を公表する。 

（４）対象の団体又は個人は援助が決定した場合、前項第７号に準じて

本会に対し報告する義務を負う。 

第５条 援助が決定した後、万一実行が不能となった場合は以下の通りとする。 

（１）当事者の責任に帰する原因の場合は援助を取り消し、本会に損害

が生じたときには賠償を請求することができる。 

   （２）第三者の責任に帰する原因の場合は、その状況に応じ理事会にお

いて決定する。本会に損害が生じたときは当該者に対する賠償請

求権を留保する。 

   （３）天災等不可効力による場合はその状況に応じ、理事会において決

定する。 

（４）本会の責任に帰する原因の場合は、その状況に応じ、理事会で対

処し、すみやかに運営委員会に報告する。 

第６条 会長は援助する対象を選出するにあたり、必要があると認めた場合は

諮問委員会を作り諮問することができる。 

２ 諮問委員会の委員には、援助の対象となる団体又は個人と直接関係の

ある者を任命することはできない。 

第７条 援助の対象を選出する際従前の事例を考慮し、偏重しないよう留意す

る。ただし当該対象事業が、本会並びに母校にとってきわめて価値あ

るものと判断される場合はこの限りではない。 

第８条 本規程の改廃については運営委員会において決定する。 

 

 

附 則 

１．本規程は、平成２４年１１月１日から施行する 

 

 


